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寒さ厳しき折、いかがお過ごしでしょうか。

〇どか２６歳・・(TB・系列) の視聴率も上向いてきているようですね。 “教育研修部として

は見るべきです！“ とご推奨いただいておりますが、なかなかどうして意欲が充実せずハルコさ

ん（フ・系列）に逃げ込みがちです。

伺った範囲ですが、働き方改革影響下の初期研修医さんがバラエティーに富んだ仲間・スタッフ

に囲まれ成長するストーリーとか。

“家ついて行ってイイですか？“（テ・東系列）大好き人間としては、生身の研修医それぞれの生

き様こそドラマティックで味わい深いなあと思っています（無論一部しかみえませんが）。作中

でも描かれている現行制度の良い点の一つは、以前と比べれば自分で時間の使い方を制御できる

ことにあると思いますし、それぞれ目指す将来像によって重点を置くタームとそれほどではない

場合（メリハリ）も出てくるのもやむなしかなと。ということで目的意識や計画性も大事になり

ますが、以前当院に居られた指導熱心な医師が研修医さんへ話していた

”どこで研修するかが問題じゃねえんだ、自分がどうやるかなんだよ！“

（厳しい言い方でなく、素敵な感じで）という言葉が思い出されます。

若干の矛盾をはらみつつ、指導熱心なスタッフの居る施設

（当院とか・・）で充実した研修になることを祈念しつつ

失礼します。 春はもう少しです！
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